
今
昔
物
語
集
　
巻
第
十

一

ら
見
る
と
、
平
安
初
期
な
い
し
中
期
に
当

た
る
。
　

一人
大
寺
の
寺
務
を
統
轄
す
る

役
僧
。
名
は
不
明
。
　

元

底
本

「改
」。

東
大
二
十

一
冊
本

「
政
」
に
よ
っ
て
改
め

た
。
寺
務
を
執
行
す
る
意
。

三〇
さ
び
れ
て

い
る
さ
ま
。
も
の
さ
び
し

い
さ
ま
。
　

三

屍
蟻
化
し
て
い
た
も
の

か
。
　

三二
不
滅
の
指
灯
を
消
滅
さ
せ
た

こ
と
が
、
寺
の
衰
微
に
つ
な
が
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
↓

一
八
二
省
注
一鳥

〓
〓
連
体
形
終
止
。
　

昌

常
と
異
な
る
不

思
議
な
さ
ま
。
こ
こ
で
は
、
悪
い
意
味
で
、

理
解
し
が
た
い
、
世
に
も
不
思
議
な
の
意
。

一
志
賀
寺
の
正
規
の
寺
名
。
大
津
市
滋
賀

里
町
字
長
尾
の
寺
址
が
そ
れ
に
擬
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
未
詳
。
伊
呂
波
字
類
抄
シ
の

諸
寺
に
み
え
る
の
で

「
シ
ュ
フ
ク
ジ
」
と

よ
ん
だ
か
。

二
天
智
天
皇

の
第

一
皇
子
、
大
友
皇
子

（弘
文
天
皇
）
を
さ
す
。
詩
と
詳
伝
は
懐
風

藻
に
み
え
る
。
↓

一
七
七
弯
注
〓
。

三
懐
風
藻

「太
子
天
性
明
悟
、
雅
愛
〓博

古
↓
下
／筆
成
／
章
、
出
彗
面
為
／論
。
時
議

者
歎
二其
洪
学
¨
未
／幾
文
藻
日
新
」

口
連
体
形
終
止
。
　

〓
詩
と
賦
。
と
も
に

漢
文
体
の
韻
文
で
、
賦
は
対
句
を
な
す
叙

事
的
な
韻
文
「
　

六
大
友
皇
子
を
本
朝
詩

賦
の
社
と
す
る
時
代
的
認
識
が
あ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
時
代
を
追

っ
て
編
集
し
た
懐

風
藻
も
、
「淡
海
朝
大
友
皇
子
二
首
」
を
冒

紗
馨
残
喝。逍』』
猟。〈鵡
ド
のの開

業
。
色
テ
の
部

「
朝
暮
当
今
部
」

ト
テ
、
殊
テ
郷
ニ
モ
世
ノ
だ
齢
麟
グ
リ
。

難
様
子
ト
オ
フ
ヽ
冠
樹
ト
ナ
ム
訛
り
に
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

鮮
ル
磁
Ч
岬
屍
ノ
麟
、

賀
ロ

ノ
郷

ノ

東

二
有

ル
山

辺

フ
張
だ
シ
テ
ヽ
岬
ヲ
舒
メ
師
日
饉
テ
、
業
プ
値
枇
。

一
八
四

う
せ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
し
て
別
当
の
僧
は

狂
い
死
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
寺
に

は
何
の
霊
験
も
な
く
な
っ
て
い
る
。「あ
き
れ
る
ほ

ど
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
し
た
別
当
だ
」
と
、
死
ん
だ

あ
と
ま
で
世
間
の
も
の
は
み
な
憎
ん
で
お
つ
た
。

崇
福
寺
と
い
う
の
が
こ
の
寺
で
あ
る
、
と
こ
う

語
り
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

今
は
昔
、
天
智
天
皇
の
御
代
に
、
お

一
人
の
皇

子
が
お
い
で
に
な

っ
た
。
た
い
へ
ん
聡
明
で
学
問

に
す
ぐ
れ
、
文
章
道
を
と
く
に
好
ん
で
お
ら
れ
た
。

詩
賦
を
作
る
こ
と
は
、
こ
の
皇
子
の
時
か
ら
わ
が

国
に
始
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
狩
猟
を
好
ま

れ
、
猪
や
鹿
を
殺
す
こ
と
を
日
夜
仕
事
と
し
て
お

り
、
つ
ね
に
弓
矢
を
帯
び
、
軍
勢
を
ひ
き
連
れ
、

山
や
日
‐
一
‐
を
と
り
ま
い
て
獣
を
狩
ら
せ
な
さ

つ
た
。

あ
る
時
、
山
城

国
相
楽

郡

賀

〔茂
〕
郷
の
東

に
あ
る
山
の
近
く
を
狩

っ
て
行
か
れ
た
が
、
山
の

冠
観
対
箋
鶴
礎
鷹
盤
耐
撃
詳
が
一武
鷲

誨
婦和酬麒ｍ麻婦力ヽ。牡醸
』婦賠棚『小靴
笠の鵞
峙軍
勢
鼈
夢
弛
麟
鰤

起
が
み
え
る
。
古
く
笠
置
寺
の
古
縁
起
が
存
し
、
本
話
を
含
む
三
書
の
共
通
の
典
拠
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
友
皇
子
の
笠
置
寺
開
創
の
由
来
を
し
る
し
た

一
話
で
、
同
時
に
笠
置
の
地
名
起
源
説
話
と
も
な
っ
て
い
る
。

猪: 
′
ミ
 子百
三
今ビ

:,ふ ォ古晏
六
;;: 誰モ:

ト ニ バ  ス

::l九

ブ、ぇ 墓|し=宅
ヲ 田万七賦ふ `いこ

すより士ニマ智E｀
ぃ 好あ ル  リ
軍

` 
テみ事[有り

相ふ
楽れ
ノ
郡こ



風
藻
も
、
「
淡
海
朝
大
友
皇
子
二
首
」
を
冒

頭

に
す
え
る
。
　

七
狩
猟
。
色
テ
の
部

「
田
猟
ア
ソ
ヒ
　
逍
逢
部
」
　

八
日
常
の
所

業
。
色
テ
の
部

「朝
暮
当
今
部
」

九
色
キ
の
部

「弓
箭
武
士本
部
」

一〇
欠
字
。
該
当
語
を
探
り
得
ず
。　
一
本

に
「
谷
ヲ
」
と
朱
補
¨
「纏
テ
」
は
、
取
り

巻
い
て
の
意
で
、
い
わ
ゆ
る
巻
狩
り
を
行

な
っ
た
こ
と
を
い
う
。
　

〓

破
損

に
よ

る
欠
字
。
「茂
」
と
あ

っ
た
も
の
か
。
和
の

山
城
国
相
楽
郡
に
賀
茂
郷
が
み
え
る
。
諸

寺
略
記

「
山
代
国
道
崎
」

一二
色
「駿
ト
キ
ム
マ
」
　

一三
自
身
は
。
皇

子
を
さ
す
。
　

西

↓

一
五
五
奮
注
英
。

三

「抵
」
の
誤
字
と
み
れ
ば
、
「
祉
」
は

「
拒
」
の
俗
字

で
、
ツ
キ

・
フ
ル
フ
・
ア

ツ
な
ど
の
訓
が
あ
る
。

一六
下
に
「
ケ
リ
」
を
伴
う
の
が
普
通
。
は

っ
と
気
が
付
い
た
さ
ま
で
、
お
や
お
や
、

な
ん
と
ま
あ
、
さ
て
は
な
ど
の
意
。
↓
九

五
奮
注
元
。
　

こ

が
け
。
断
崖
。

一〈
勢
い
に
の
っ
て
走

っ
て
い
る
意
。

一九
下
の
「
ケ
リ
」
と
呼
応
し
、
な
ん
と
ま

あ
の
意
。
↓
注
一奄

き

「先
」
の
意
で
、
先
端
、
突
端
。

二
一
底
本

「
マ
」
。
意
に
よ
っ
て
改
め
る
。

ニ
ニ
谷
を
見
お
ろ
せ
ば
の
意

か
。
「
下

サ

バ
」
と
あ
れ
ば
、
谷
を
か
け
下
ら
せ
れ
ば

の
意
と
な
る
が
、
本
集
で
は
、
時
々
、
已

然
形
で
仮
定
の
意
を
表
わ
す
こ
と
が
あ
る

か
ら
、
そ
う
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

一〓
破
損
に
よ
る
欠
字
か
。
該
当
語
を
探

り
得
ず
。
　

昌

方
角
も
わ
か
ら
な
く
な

る
こ
と
。
　

≡

大
系
に
ウ
グ
ツ
キ
の
誤

り
と
す
る
に
従
う
べ
き
か
。
と
す
れ
ば
、

心
を
静
め
が
た
い
こ
と
で
、
ど
き
ど
き
す

る
、
お
の
の
く
の
意
。
略
記

「神
躾
情
騒
、

将
二
与
／馬
死
こ
。
類

「
躾
ウ
グ
ッ
タ
」

異

「
尻
り
は

「後
」
で
、
後
退
す
る
、
あ

と
ず
さ
り
す
る
意
。

天
智
天
皇
御
子
始
笠
置
寺
語
第
二
十

ひ
き
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
こ
　
　
　
一
〇
　
　

ま
き

ヲ
引
具
シ
テ
、
山
フ
籠
メ
ロ
ロ
纏
テ
、
獣
フ
令
狩
。

淋
ル醜
Ⅵ
雌
屍
ノ睡
、
橋
鶏
ノ
梅
り
難
酢
ノ震
ノひ難
し二粋
ノレゃ配
鴻

か　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
な
な
め
　
の
ぼ
り
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
み
　
こ　
生
汗
む
ま
　
　
の
り
　
　
　
　
し
か

ヲ
狩
り
行

ク

ニ
、
山
ノ
斜

二
登
タ
ル
所

ヲ
、
皇
子
駿
馬

二
乗
テ
、
鹿

ニ

一
〓

つ
き
　
　
は
　
　
　
の
ぼ
　
　
た
ま
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
ひ
む
が
し
　
　
さ
し
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
し
か

付
テ
馳
セ
登
り
給
フ
ニ
、
鹿

ハ

東

フ
指
テ
逃
グ
レ
バ
、
我
レ
ハ
鹿
ノ

励
二κ
デ
貯
セ
テ
ヽ
鐵
チ
貯
ミ
絆
テ
引
ヲ
弾
ク
構
二、
齢
戯
Ｐ
短
ヌ
。

一
六
　
　
　
　
　
一
七

た
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
し
か
み

（
え
）
ず
　
　
　
　
は
や
　
　
　
き
し
　
　
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
お
ち

倒

ル

ヽ

ナ

メ

リ

ト

見

ル

ニ

、

鹿

不

見

へ

。

「
早

ク

、

岸

ノ

有

ケ

ル

ョ

リ

落

一
八

な
り
　
　
　
　
お
も
ひ
　
　
　
ゆ
み
　
　
な
　
　
　
す
て
　
　
た
　
づ
な
　
　
ひ
く
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
　
　
た
ち

ヌ

ル

也

」

卜

思

テ

、

弓

ヲ

投

ゲ

棄

テ

手

組

ヲ

引

卜

云

ヘ

ド

モ

、

走

り

立

一
九

む
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
た
や
す
　
と
ど
ま

（
ら
）
ず
　
　
　
は
や
　
　
は
る
か
　
た
か
　
　
き
し
　
　
　
　
し
か
　
　
お
ち

タ
ル
馬
ナ
レ
バ
、
軌
ク
不

留

ラ
。
早
ク
逢

二
高
キ
岸

ヨ
リ
鹿

ハ
落

ヌ

ル
也
ケ
リ
。
此
乗
タ
ル
馬
走
り
早

マ
リ
テ
、
鹿
ノ
如
ク
既

二
可
落
キ
ガ
、

よ

つ
　
　
あ
し
　
　
お
な
じ
と
こ
ろ
　
　
ふ
み
　
　
す

こ
　
　
さ
し
い
で
　
　
　
　
い
は
ほ
　
さ
き
　
　
た
ち

二
一　
　
　
　
　
　
む
ま

四
ノ
足
ヲ
同

所

二
踏
テ
少
シ
指
出
タ
ル
巌
ノ
崎

二
立

ニ
タ
リ
。
馬
ヲ

た
だ
い
ま
　
　
む
ま
　
　
と
も
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
　
み
　
こ
　
な
げ
き
　
　
い
は
　
　
　
　
　
も

只
今
、
馬
卜
共

二
死
ナ
ム
ト
ス
。
然
Ｋ
ハ
、
皇
子

歎

テ
云
ク
、
「
若
シ
、

此
所

二
座
セ
バ
、
山
神
等
我
ガ
命
フ
助
ケ
給

へ
。
然
ラ
バ
、

二
弥
勒
像
フ
刻
ミ
奉

ラ
ム
」
卜
願
ヲ
発
ス
ニ
、
即
チ
其

験

へ
逆
サ
ー

一
退

テ
広

所

二
立
ヌ
。

課
細
爵
酵聡
醜
蒸
疑

に
あ
る
山
の
近
く
を
狩

つ
て
行
か
れ
た
が
、
山
の
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二 此あ｀ 巌置
馬菫 ノ
ほ

尻り乗喬巌

斜
面
に
な
っ
た
所
を
、
皇
子
は
駿
馬
に
乗
り
鹿
を

追
い
か
け
な
が
ら
駆
け
登
つ
て
行
か
れ
た
。
鹿
は

東
を
さ
し
て
逃
げ
て
行
く
の
で
、
ご
自
分
は
鹿
の

後
に
つ
い
て
走
ら
せ
、
鐙
を
踏
み
締
め
て
弓
を
お

引
き
に
な
る
と
、
鹿
は
突
然
消
え
う
せ
て
し
ま
つ

た
。
射
倒
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
捜
し
て
見

た
が
鹿
の
姿
は
な
い
。
「さ
て
は
崖
か
ら
落
ち
た

の
だ
な
」
と
思
い
、
弓
を
投
げ
捨
て
て
手
綱
を
引

い
た
が
、
勢
い
づ
い
て
走

つ
て
い
る
馬
だ
か
ら
急

に
は
止
ま
ら
な
い
。
実
際
、
鹿
は
は
る
か
に
高
い

崖
か
ら
落
ち
て
し
ま
つ
て
い
た
の
で
あ

つ
た
。
皇

子
が
乗

つ
て
お
ら
れ
る
こ
の
馬
は
気
負

つ
て
走
り

す
ぎ
、
鹿
と
同
じ
よ
う
に
崖
か
ら
ま
さ
に
落
ち
そ

う
に
な
つ
た
の
が
、
四
つ
の
足
を

一
か
所
に
踏
み

と
ど
め
て
、
少
し
突
き
出
し
た
岩
の
先
端
に
立
っ

て
い
る
。
馬
を
引
き
返
え
さ
せ
よ
う
に
も
場
所
が

な
い
。
馬
か
ら
下
り
よ
う
に
も
、
鐙
の
下
は
は
る

か
に
深
い
谷
だ
か
ら
下
り
る
足
場
も
な
い
。
馬
が

す
こ
し
で
も
身
動
き
し
た
ら
谷
に
墜
落
し
て
し
ま

う
。
谷
を
見
下
ろ
す
と
十
余
丈
ば
か
り
も
あ
る
下

日
で
あ
る
。
目
ま
い
が
し
て
谷
底
も
見
え
な
い
。

西
も
東
も
わ
か
ら
な
く
な
り
、
魂
も
飛
び
、
心
臓

は
早
鐘
を
打
つ
よ
う
で
、
い
ま
に
も
馬
と
と
も
に

死
ん
で
し
ま
い
そ
う
だ
。
皇
子
は
嘆
い
て
、
「も
し

こ
こ
に
お
い
で
に
な
る
な
ら
ば
山
の
神
々
よ
、
ど

う
か
わ
た
し
の
命
を
お
助
け
く
だ
さ
い
。
お
助
け

く
だ
さ

っ
た
な
ら
、
こ
の
岩
の
わ
き
に
弥
勒
菩
薩

の
像
を
お
刻
み
申
し
ま
し
ょ
う
」
と
誓
い
を
立
て

一
八
五



今
昔
物
語
集
　
巻
第
十

一

其
時
、

一
身
に
つ
け
る
意
で
、
こ
こ
で
は
か
ぶ
る

意
。
二
蘭
草
の
茎
を
編
ん
で
作

っ
た
笠
。
狩
猟

や
演
武
の
際
に
用
い
、
綾
も模
様

に
編

ん

だ
も
の
を

「綾
蘭
笠
」
と
い
う
。

三
岩
の
根
元
。
岩
根
。

口
場
所
。
類

「
御
、ヽヽ
キ
リ
」

〓
山
の
中
腹
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
、
山

の
斜
面
に
露
出
し
た
岩
膚
を
さ
す
。

六
岩
石
の
か
け
ら
が
た
く
さ
ん
砕
け
散
る

音
。
暗
黒
の
中
に
天
人
が
弥
勒
像
を
刻
ん

で
い
る
さ
ま
が
う
か
が
わ
れ
る
。
底
本

「
逆
」
と
あ
る
が
、
「
近
」
と
解
し
た
。
類

「
近
ホ
ト
ハ
■
上
濁
↓

シ
ル
　
ト
ハ
■
上

〕凋
）
シ
ル
」

り
下
テ
、

泣
々
伏
シ
礼
ミ
、
後

二
来
テ
尋

一

じ
る
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
た
め
　
　
　
　
き
・　
た
ま

ム
注
シ
ニ
見
ム
ガ
為

二
、
着
給

ニゐ
　
が
さ
　
　
ぬ
ぎ
　
　
　
　
お
き
　
　
か
へ
り

ヘ
ル
蘭
笠
ヲ
脱
テ
、
置
テ
返
ヌ
。

其
後
、　
一
両

日
ヲ
経

テ
、
其

め
ぐ
　
　
ヘ

ヲ
廻
り
経
テ
、

い
た
り
　
　
　
う
へ
ざ
ま
　
　
み
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
お
よ
ば
ず

至
ヌ
。
上
様
ヲ
見
上
グ
レ
バ
、
ロ
モ
不
及
、

くも　　み　　　　　・．」と　　　　み　こ　一し」ろ　おも
　
わづらひ　
　
　
やま　　はら　　さし　　　　そのおもて

雲
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
。
皇
子
心
二
思
ヒ
煩
テ
、
山
ノ
腹
ヲ
指
テ
、
其
面

二
射
鞍
ノ
第
ヲ
膠
り
た疑
っ
ラ
ム
ト
が
ル
ニ
、ち斌
鮮
シ
。
難
雌
二
、
対
足

冠
ヲ
就
計
嚇
ケ
テ
たヽ盆
ち
一̈雌
健
ガ
鳩
ミ
膠
り
た衰
っル
。
難
耐
嚢
雌
Ｐ
肇

キ
気
猫
デ
ヽ
Ｌ
キ
社
ノ
妊
ク
雌
ヌ
。
難
晩
キ
喘
二
舛
ぜ
孔
ノ
舞
ク
ほぶ
し

生
”離
ユ
。
酎
し講
り税
テ
ヽ
気
ギ
リ
載

囃
テ
嘘
が
二
齢
孔

難
雌
二
、
雪
デ
虚
鴨
テ
盛
「
ノ
ニ
ヲ
貯
経
フ
ニ
、
射
鞍
ノ
鰐
、
難
擁
チ

ぁ鮮
か
ニ
シ
テ
膠
りた筆
燿
タ
リ
。
ゴ
デ
懸
ヲ
貯
テ
、
麟
凛
耗
据
標
構
シ
テ

献
■
龍
ガ
。
難
ヨ
リ
郷
ヽ
冠
ヲ
撚
ビ
づ
卜
武
ヽ
通
倒
。
饗
ヲ
漱
二し
餞
タ

一
八
六

ら
れ
た
。
す
る
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
お
験
が
あ
り
、

馬
は
あ
と
ず
さ
り
を
し
て
広
み
に
立
つ
た
。

そ
こ
で
、
皇
子
は
馬
か
ら
下
り
、
泣
く
泣
く
ふ

し
拝
み
、
あ
と
で
来
て
捜
す
と
き
の
目
印
に
し
よ

う
と
し
て
、
か
ぶ
っ
て
お
ら
れ
た
蘭
笠
を
脱
い
で

そ
こ
に
置
い
て
お
帰
り
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、　
一

両
日
た
つ
て
置
い
て
き
た
笠
を
捜
し
な
が
ら
そ
こ

に
や
っ
て
来
ら
れ
た
。
山
の
頂
か
ら
下
り
て
、
岩

の
横
を
回
り
、
麓
に
着
く
。
上
を
見
上
げ
る
と
、

日
も
及
ば
ぬ
ほ
ど
で
、
ま
る
で
雲
を
見
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。
皇
子
は
困
惑
し
、
山
の
斜
面
の
こ
こ

と
思
う
所
に
弥
勒
菩
薩
の
像
を
お
彫
り
し
よ
う
と

す
る
が
、
と
て
も
で
き
そ
う
に
な
い
。
そ
の
時
、

天
人
が
こ
れ
を
哀
れ
み
、
皇
子
に
力
を
貸
し
て
、

た
ち
ま
ち
こ
の
仏
を
彫
刻
し
申
し
上
げ
た
。
そ
の

間
、
に
わ
か
に
黒
雲
が
空
を
お
お
い
、
闇
夜
の
ご

と
く
、
そ
の
暗
闇
の
中
に
小
さ
い
石
が
あ
ま
た
飛

び
散
る
音
が
す
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
雲
が
去
り

霞
も
晴
れ
て
明
る
く
な
つ
た
。

そ
の
時
、
皇
子
が
岩
の
上
を
仰
い
で
ご
覧
に
な

る
と
、
弥
勒
菩
薩
の
像
が
あ
ざ
や
か
な
お
姿
で
彫

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
ご
覧
に
な

つ
た
皇
子
は
、

泣
く
泣
く
敬
い
礼
拝
し
て
お
帰
り
に
な
っ
た
。
そ

れ
か
ら
後
、
こ
れ
を
笠
置
寺
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
。
笠
を
目
印
に
置
い
た
の
で
、
「笠
置
」
と
言
う

べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
た
だ
や
わ
ら
げ
て

「
か

さ
ぎ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
、
末
世
に
お
い
て
ま
れ
に
見
る
珍
し

皇み

子
こ

馬望
ヨ

麓t
ノと

嗣

「

山
=所
色

ノ  ニろ

頂: 5讐
ヨ 所色
リ  ノろ
下ぢ 笠省
テ  ヲ
｀ 尋ち
巌に テ
ね

ノほ 至柁
腰こ=ヌ リ

蘭笠 (鳥獣戯画)

七
や
わ
ら
げ
て
発
音
し
て
。
言
い
や
す
く

音
が
転
じ
た
こ
と
を
か
く
言

っ
た
も
の
。

八
地
名
起
源
説
話
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

注
意
。

レ
バ
ヽ
饗
餞
卜
覗
理
鶴
。
難
レ
フ
難
紺
が
二、
が
サ
ギ
ト
ハ理
鶴
ケ
リ
。

実

二
、
世
ノ
末
、
希
有
ノ
仏

二
在

マ
ス
。
世
ノ
中
ノ
人
専

二
可

崇

い
仏
様
で
い
ら
つ
し
ゃ
る
。
世
の
中
の
人
は
心
か

ら
尊
崇
し
申
し
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
ほ
ん
の

ち
ょ
つ
と
で
も
足
を
運
び
頭
を
下
げ
る
人
は
、
必

ま

つ
る
べ
　
　
　
　
わ
づ

か
に
あ
ゆ
み

Ｌ

に
　
　
か
う
べ
　
か
た
メ
　

ー

ひ

‐
と
―
　

か
な
ら
　
に
」
に
ｐ
ｌ
，
山
』



七
や
わ
ら
げ
て
発
音
し
て
。
言
い
や
す
く

音
が
転
じ
た
こ
と
を
か
く
言

っ
た
も
の
。

八
地
名
起
源
説
話
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

注
意
。

れ
兜
率
天
の
内
院
で
、
弥
動
の
住
殿
。
弥

勒
の
浄
土
と
さ
れ
る
。

一〇
↓

一
七
八
弯
注
６
。

一
一
破
損
に
よ
る
欠
字

か
。
「種
せ

な
ど

が
擬
せ
ら
れ
る
。
こ
の
前
後
、
略
記

に

「綾
運
／歩
之
輩
、
植
Ｔ往
〓生
都
率
・之
種
上

也
」
一二
↓

一
三
二
奮
注
三
。

一三
弥
動
を
本
尊
と
す
る
修
行
を
始
め
た

の
意
。

一
三
宝
絵
は
「
辛
酉
歳
」
。
〓
一宝
絵
略
注

・

大
系
は
推
古
天
皇
九
年

（さ
こ
の
辛
酉
の

歳
を
擬
定
す
る
が
、
本
話
の
内
容
に
照
合

す
れ
ば
矛
盾
す
る
。
↓

一
八
九
弯
注
云
。

縁
起
文

・
諸
寺
略
記
は
継
体
天
皇
十

一
年

盆
〓
）
丁
酉
歳
。
　

二
観
智
院
本
三
宝
絵

「
ミ
フ
カ
崎
」
、
前
田
本
三
宝
絵

コ
ニ
緒
崎
」、

扶
桑
略
記
所
引
為
憲
記

コ
ニ
尾
崎
」
。
和
に

高
島
郡
三
尾
郷
と
み
え
る
地
の
岬
で
、
今

の
高
島
町
三
尾
川
河
口
の
地
。
古
く
継
体

天
皇
の
別
業
も
こ
の
地
区

に
所
在
し
た

（継
体
紀

・
釈
日
本
紀
所
引
上
官
記
供
文
）。

三
縁
起

″
文
に
は
十
余
丈
の
楠
木
の
霊
木
で
、

徳
道
聖
人
始
建
長
谷
寺
語
第
三
十

一

ヵ籐
ヵ
ニ
シ
テ
膠
りた衰
ガ
タ
リ
。
ゴ
デ
冠
ヲ
貯
テ
、
麟
凄
梃
樹
標
構
シ
テ

献
鸞
町
ガ
。
難
ヨ
リ
鶴
ヽ
冠
ヲ
雲
ビ
誘
卜
武
ヽ
選
樹
。
察
ヲ
漱
二し
醸
タ

レ
バ
ヽ
饗
餞
卜
覗
群
切
。
難
レ
ヲ
驚
秘
が
二
、
デ
サ
ギ
ト
ハ
灘
掛
ケ
リ
。

賓
二と
、
世
ノ
耗
、
ポ
智
ノ
雄
Ｐ
一樹
マ
ス
。
耀
ノ
輯
ノ
足
就

二ら
話
ち
崇

ま斎「
シ
。
一饉
メ郊
オ
避
ビ
耐
デ
絆」ダ
ム
Ｐ年
一雌
オ
一眈
午
ノ
辞
麟
¨
二構
、

怖
鞍
ノ
齢
雌
二磁
ム
酢
蔵
ツ
」
卜
耽
隷
キ
樹
。

雌
誘
ハ
ヽ
射
鞍
勝
鹿
ノ
た華
っデ
郷
ヽ
樹
ヲ
絆
テ
、
財
驚
獣
熙
Ｐ
ｒ
フ

一輝
ノ
一ガ
ぽ
ケ．■
亀
Ｊ
ア
ヽ
置
が
簿
ヨ
リ
待
ヒな
鮮
一グ
ル
ゾ
、
卜
麟
一オ
フ
。
難
一

リ
ナ
ム
藍
痣
ヲ
意
り
別
斜
ヲ
避
り
就
が
、
麟
対
獄
ク
ぼ
ノ
テ
従
フな
鶴
ト

ゾ
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
た
だ
や
わ
ら
げ
て

「
か

さ
ぎ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
、
末
世
に
お
い
て
ま
れ
に
見
る
珍
し

い
私
様
で
い
ら
つ
し
ゃ
る
。
世
の
中
の
人
は
心
か

ら
尊
崇
し
申
し
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
ほ
ん
の

ち
電
わ
詑
で
も
足
を
運
び
頭
を
下
げ
る
人
は
、
必

ず
兜
率
天
の
内
院
に
生
ま
れ
、
弥
勒
菩
薩
の
こ
の

世
に
ご
出
現
の
時
に
あ
う
□
植
え
た
の
だ
」
と
期

待
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
寺
は
、
弥
勒
菩
薩
の
像
を
彫
り
出
し
申
し

上
げ
て
後
、
だ
い
ぶ
時
が
た
つ
て
、
良
弁
僧
正
と

い
う
人
が
見
つ
け
奉
り
、
そ
の
後
こ
こ
で
の
修
行

が
始
ま
っ
た
の
だ
と
人
々
は
言
つ
て
い
る
。
そ
の

後
多
く
の
堂
を
建
て
僧
房
を
造
り
加
え
、
僧
た
ち

が
多
数
住
ん
で
修
行
す
る
よ
う
に
な

つ
た
、
と
こ

う
語
り
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

と
く
だ
う
し
や
う
に
ん
は
じ
め
て
は
つ
せ
で
ら
を
た
つ
る
こ
と
だ
い
さ
む
じ
ふ
い
ち

徳

道

聖

人

始

建

長

谷

寺

語

第

三

十

一

本
話
の
出
典
は
、
コ
一宝
絵
詞
』
下
２
５
ｏ
コ
一宝
絵
詞
』
の
依
拠
し
た

「
徳
道
々
明
等
力
天
平
五
年

ニ
シ
ル

セ
ル
観
音
ノ
縁
起
丼

二
雑
記
」
は
単
独
で
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
護
国
寺
本

『
諸
寺
縁
起
集
」
に
そ
れ
と
目
さ
れ

る
も
の
が
収
め
ら
れ
、
必
見
の
資
料
。
そ
の
他
、
同
話
は
諸
書
に
散
見
す
る
が
、
寛
平
八
年

（兌
０
、
菅
原
道

填
継
に
仮
託
さ
れ
た

『
長
谷
寺
縁
起
文
』、
『
諸
寺
略
記
』
長
谷
寺
の
条
な
ど
も
特
に
参
照
す
べ
く
、
ま
た
、
『
歯
難

略
記
』
六

神
亀
四
笠
一万
の
条

に
も
、
『
長
谷
寺
縁
起
文
』、
『
為
憲
記
』
「
三
宝
絵
詞
』
に
同
じ
）
を
引
く
。
「
長

谷
寺
縁
起
」
と
も
い
う
べ
き

一
話
で
、
長
谷
寺
創
建
の
由
来
を
本
尊
十

一
面
観
音
像
造
立
の
次
第
を
中
心
に
叙

述
す
る
。
仏
像
の
料
木
の
霊
異
は
本
巻
第
七

・
二
三
話
に
も
み
え
、
造
像
諄
に
広
く
類
型
的
な
も
の
。

一
八
七
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